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研究成果の概要（和文）： 
 各地のアートプロジェクトの労働実態を把握すべく、日本、ロンドン、パリでインタヴュー
を行い、報告書『若い芸術家たちの労働』を制作した。そこでは現場の人々の厳しい労働実態
だけでなく、昨今の若年者就労をめぐる構造的な問題が明らかになった。現場の芸術労働者の
声を集約した冊子は前例がなく、本報告書は具体的な文化政策の提言や新しい社会運動への展
開に際し問題意識の共有や議論の土台として有効に機能するだろう。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 I interviewed young art workers in Japan, London and Paris to understand the realities 
of working in art projects. The report “The work environment of young artists” reveal that 
their conditions are strict and there are structural problems of youth employment over 
recent years. There is no precedent for the interviews, so this report will function 
effectively as a occasion to share problem consciousness and the base for discussion to 
recommend concrete cultural policy and to develop some social movements. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 芸術の社会化がすすんでいる。芸術作品は
もはや、美術館やギャラリーの中で愛好家に
愛でられるだけの存在ではなくなり、都市空
間や自然を舞台とした大規模な展覧会や、多
様な人々の協働によって制作から公開、維持
管理までをおこなう「アートプロジェクト」
を通して、まちづくりや教育、医療や福祉と
いった社会のさまざまな場面に進出してい

る。こうした「鑑賞」から「参加」へという
芸術とのかかわり方の変化は、文化政策の整
備と軌を一にしながら、日本では 2000 年前
後から、欧米では 1980 年代から進んできた。
より広い文脈でみれば、20 世紀を通しての芸
術自体の変化、すなわち西洋の芸術における
「美」の価値基準が多様な新しい表現によっ
て乗り越えられようとする動きと、芸術批
評・文化研究の変化、つまり記号論を契機と
した言語論的転回、西欧中心主義の相対化と



いう流れを、その背景に見いだすことができ
る。 
 
 近年、国内では 2001 年の「文化芸術振興
基本法」に加え、「創造都市戦略」に代表さ
れるような、都市政策の枠内に芸術文化を位
置づけた政策のもとで、さまざまな実践がお
こなわれている。ここではアーティストや市
民による協働の機会が創出され、多様な表現
が生まれているが、その際旧来の「ハイ・ア
ート」ではなく、未だ評価の定まらない実験
的芸術のアーティストやキュレーター、NPO
スタッフといった若手専門家の活躍が目立
つ。しかし、年々削減される予算、担当者や
トップ人事に左右され事業評価すらままな
らない政策の現状、さらに行政と市民セクタ
ーの「協働」の困難といった根本的な問題が
あり、文化政策の現場は混乱を極めている。
申請者はこうした研究の成果を、2006、2007
年度サントリー文化財団研究助成をふくむ、
過去 5 年間に及ぶ大阪での参与観察、そして
2007 年度に着任した大阪大学グローバル
COE プログラム「コンフリクトの人文学」
研究プロジェクトでの内外の調査をへて公
表してきた。 
 
 そして、この現場で働く人々が長時間労働
や低賃金、有期雇用といった厳しい労働環境
に置かれている現実にも直面した。近年の
「ワーキングプア」「プレカリアート」など
若年者の就労・貧困問題に対し「自己責任」
を問う声があるが、こと「芸術の領域で働く
こと、お金を稼ぐこと」にかんしその圧力は
大きい。「自分たちが好きなことをするため
に税金を使うのか」といった批判、「好きな
ことをしているのだから貧乏でも当たり前」 
 
といった社会意識ないしは自己規定の存在
は、この社会における「芸術」と「労働」の
価値、ひいては表現、自由、市民社会といっ
た社会の根本にかかわる問題をもつきつけ
ている。 
 
 と当時に、こうした文化政策のもとでの動
きに対する反応として、緩やかに草の根の表
現や運動、ネットワークも広がってきている。
そこではアートプロジェクトにとどまらず、
「労働」や「表現」といった問題、いわば芸
術の公共性とかかわる取り組みもなされて
いる。こうした動きもまた、アートプロジェ
クトにおける労働の問題を考えるにあたっ
て重要である。 
 
 
２．研究の目的 
 
 まずは、多くが公的事業としておこなわれ

ている、アートプロジェクトの現場を支える
労働者の「なまの声」を集めることが第一で
ある。そしてこの現場から芸術「労働」とい
う側面を照射し、現代の芸術創造をめぐる社
会関係／社会過程を包括的に明らかにする
とともに、人間の根源的活動として芸術と労
働を同じ地平でとらえることで、より実態に
即した文化政策のあり方を提示することを
目的とする。 
 
 また、近年ヨーロッパの社会運動のなかで
は、不安定就労を強いられる新しい階級概念
である「プレカリアート（precarious＝不安
定な）」、また認知や感情にかんする労働に従
事する階級「コニタリアート（認知労働者階
級）」という概念が用いられている。そこで
こうした概念と、日本の若年者の就労問題や
社会運動にかんする議論とを接合し、芸術労
働の問題をグローバルな草の根の運動とい
う視点から考察し、問題提起、議論をすすめ
ていくことも目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、おもに公的なアートプロジェ
クトにかかわるさまざまな若手専門家、具体
的には（a）アーティスト、（b）キュレータ
ー、（c）プロジェクトスタッフ、（d）NPO
スタッフ、（e）ボランティアスタッフ、（f）
公的施設スタッフ、それぞれに対する聞き取
りを実施する。 
 
 調査対象地は（A）日本各地、（B）ロンド
ン、（C）パリの三カ所である。 
 
 日本各地の聞き取りは、文化政策の現場の
人々の労働実態を明らかにするために実施
する。またロンドンとパリでの聞き取りは、
日本とは異なる文化政策と労働・社会政策を
もつ国での芸術労働の実態を知るためにお
こなう。とくにイギリスは日本がモデルとす
る文化政策を、またフランスは他に類をみな
い芸術家支援政策を実施している。そしてい
ずれの国でも、新自由主義経済のもとで、文
化政策の縮小、社会政策のワークフェアへの
転換がすすみつあり、と同時にそれに対する
抵抗の動きも形成されつつある。こうした比
較調査によって、現場を担う人々の不安定労
働に関する意識だけでなく、文化政策・社会
政策、また社会運動や表現のあり方の相違の
一端が明らかになると考えられる。 
 
 
４．研究成果 
 
 これまで 2 年にわたり日本各地で 24 名、



ロンドンで 9 名、パリで 4 名に対してインタ
ヴューをおこなった。そしてそれらを、イン
タヴュー集『若い芸術家たちの労働』として
2011 年 3 月に刊行した。日本語、A5 サイズ
で全 72 ページ、500 部を作成して全国各地
に配布している。 
 
 日本のケースは、1 アートプロジェクトの
マネージャーやスタッフ、2 公的文化施設の
職員、3 アート NPO スタッフ、4 ボランテ
ィア、5 フリーランスの 5 つのパートに分け
られる。なかでも 1〜3 のような雇用労働者
の場合は、「労働者性」の観点から労働者の
諸権利が守られてしかるべきだが、他の分野
の労働者と同様、それが反故にされている実
態が明らかになった。また施設運営の方針転
換のしわよせが現場の末端労働者に向かい、
離職や失職を余儀なくされるなどの事例も
あった。一方、5 のフリーランスの場合は、
「労働者性」がないといえども、下請け孫請
け状態の出来高払いといった権力関係が発
生したり、あるいは雇用保障、社会保障の網
の目から抜け落ちた生活を送らざるをえな
かったりという問題が明らかになった。そし
ていずれのパートでも、いわゆるワーキン
グ・プアと同等の生活水準で休みなく働いて
いる実態があった。 
 
 いずれにせよ、こうした人々の低賃金長時
間労働なくして現在のアートプロジェクト
は成立しない。かれらは自身の仕事をやり遂
げることを優先しているが、不満や疑問を抱
き始めた人もいるし、そろそろ限界に近い職
場もある。それでもかれらが声をあげないの
は、「全員が大変なのだから自分だけが要求
するわけにはいかない」という思いがあるか
らだ。したがってアートプロジェクトや文化
事業がこうした自発性をあてにして計画実
施されるようなことが、あるいは予算削減や
計画変更などのツケを現場の労働者のやり
がいにすり替えて「芸術振興」が語られるよ
うなことが決してあってはならない。 
 
 一方、ロンドンでのインタヴューは、ちょ
うど労働党から保守党へと政権が交代し、文
化政策が不安定になっていた時期に実施し
た。そのため、インタヴューからは将来への
不安も見えるものの、日本よりも多様なかた
ちでの文化支援（民間含め）と所得保障の存
在が、かれらの生活をある程度安定させると
ともに、そうした安定が芸術や表現のにも影
響していることがうかがえた。ただ日本と同
じように、「やりがいの搾取」と呼べるよう
な状況もみられた。 
 
 またパリでのインタヴューは、「アンテル
ミタン Intermittents」という、断続的に雇

用される舞台芸術実演家、技術者、映画やテ
レビ産業従事者が加入する社会保障制度の
当事者に対しておこなった。社会政策がワー
クフェアへとシフトするなか、アンテルミタ
ンにも同様の傾向がみられ、現在はその受給
資格を満たせない「プレケール Précaire」が
増えているという。かれらは拠点をもうけ、
生活相談や公開研究会、コンサートなどをお
こない、生き延びるさまざまな知恵を出し合
う工夫をしている。 
 
 以上のように、現場のさまざまな芸術労働
者の声を集約した冊子はこれまで例がない。
ここから浮き彫りになる芸術労働の実態に
は、昨今の若年者の就労や貧困問題とも通じ
る構造的な問題、制度の問題が横たわってい
る。 
 
 じっさいに調査中から筆者はこの問題に
かんする学会発表、招待講演などを 5回実施
し、すでに反響がある。今後も本報告書をも
とにしたシンポジウムを、研究者やアーティ
スト、アートマネージャーらとともに東京や
大阪で開催する予定である。本報告書は、労
働問題を考慮した具体的な文化政策の提言
や、さまざまな分野で広がっている新しい社
会運動への展開に際し、問題意識の共有や議
論の土台として有効に機能するはずである。 
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